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水の到着に喜びの主情たち

自衛隊が給水応援

2自の猛ふぶきて本道が故障し、飲料水不足て

困っていた日進部落に 4日品館駐どんの自衛隊が給水

のため到着。

道路がふさがれ、送電線もズアズタに切られて孤立

した部落何人たちは、 i重ばれた、水、 にホッど ひど安

一
火
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発
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て
す
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も
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確
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。

…

心。

この善意に大幸い水道は1週間ほどで復旧 Lたが、

喜びだった
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住民の声を町政に
町政懇談会で真剣な討議

住
民
の
声
を
広
く
町
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
町
政
懇
談
会
は
、
二
月
四
日

神
丘
地
区
を
皮
切
り
に
町
内
十
地
区
で

開
か
れ
ま
し
た
。

米
作
の
生
産
調
盤
や

除
雪
問
題
中
心
に

各
地
区
の
懇
談
会
に
は
、
町

長
は
じ
め
、
助
役
、
各
課
長
が

出
席
L
、
ま
ず
町
長
が
行
政
全

般
に
わ
た
る
現
況
を
報
告
。
こ

の
あ
と
部
落
の
代
表
が
司
会
に

あ
た
り
、
住
民
の
質
問
に
町
関

係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
、
将

来
の
見
通
し
に
つ
い
て
直
接
答

え
る
方
式
を
と
り
ま
し
た
。

各
地
区
の
共
通
し
た
問
題
と

し
て
は
、
直
結
か
ん
ば
い
事
業
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と
米
作
の
生
産
開
整
(
誠
反
問

題
)
の
関
連
が
中
心
と
な
り
『

農
家
の
死
活
問
題
な
の
で
町
と

し
て
の
具
体
策
を
早
く
示
し
て

ほ
し
い
』
と
い
う
意
見
に
対
し

町
畏
は
『
町
と
し
て
は
ま
だ
具

体
策
が
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

農
協
や
農
家
の
皆
さ
ん
と
の
話

し
合
い
の
も
と
に
、
早
急
に
地

犠
に
応
じ
た
対
策
を
決
め
た
い

の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
』
と
答

え
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
と
し
の
豪
雪
を
反

映
し
て
か
、
町
道
の
除
雪
に
対 神丘地区で行敵報告する町長

す
る
要
望
も
多
く
で
ま
し
た
が

町
で
は
『
牛
乳
の
述
憶
や
通
学

に
支
障
の
な
い
よ
う
作
年
に
比

ベ
大
幅
に
除
雪
路
線
を
増
加
し

幹
線
の
ほ
と
ん
ど
を
確
保
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
他
の
道
路
に

つ
い
て
は
現
在
の
能
力
か
ら
み

て
む
ず
か
し
い
』
と
の
考
え
方

を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
で
は
『
町
道
の
補

修
促
進
』
『
国
保
税
の
増
額
防

止
』
『
酪
農
振
興
対
策
』
『
山

村
振
興
計
画
の
促
進
』
な
ど
の

要
望
平
意
見
が
目
だ
ち
、
地
区

の
問
題
と
し
て

『
ダ
ム
建
設
に

係
る
移
転
、
補
償
問
題
』
(
美

利
河
)
『
診
療
所
廃
止
後
の
建

て
物
活
用
』

(
花
石
)

『
簡
易

水
道
の
早
期
実
現
』
(
種
川
)

『
農
村
集
団
電
話
の
繋
耐
』

(

神
丘
〉
な
ど
活
発
に
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
恕
や

意
見
守
噂
重
し
、
こ
れ
か
ら
の

町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
検

討
の
上
順
次
計
画
に
お
り
込
み

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
目
ざ
し

て
整
備
実
現
す
る
方
針
で
す
。

年
間
で
万
二
千
人

活

用

さ

れ

る

青

少

年

会

館

北
海
道
百
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
町
民
の
協
力
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
青
少
年
金
館
は
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
、
各
種
会
合
の
場
と
し

て
広
く
活
用
さ
れ
て
お
り
、
次

代
を
に
な
う
青
少
年
の
健
全
育

成
に
大
き
く
役
だ
っ
て
い
ま
す

教
育
委
員
会
が
ま
と
め
た
刺

用
状
況
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年

一
年
間
で
延
ベ
一
万
二
千
三
百

二
十
人
に
の
ぼ
り
、
一
日
平
均

三
十
四
人
。
団
体
で
は
百
二
固

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
年

代
別
に
み
ま
す
と
生
徒
、
児
童

が
最
も
多
く
八
千
六
百
十
九
人

改

善

さ

れ

た

国

民

年

金

一
万
円
年
金
が
実
現

夫
婦
一

一

最

近
、
年
金
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

-

P

す
が
、
特
に
所
得
保
障
制
度
は
、
人
同
老
齢
化
の
傾
向
に
対
処

一一

一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
性
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
こ
の
た
め
、

ρ
夫
婦
二
万
円
年
金

e
を
は
じ
め
M
H

福
祉
年
金
-一

一
の
給
付
改
善
。
。
夫
婦
受
給
制
限
の
徹
廃
な
ど
、
生
活
水
準
に

一一

目
見
合
う
老
後
の
生
活
保
障
の
確
立
を
中
心
に
、
今
回
「
国
民
年

一

-
金
制
度
」
の
大
幅
な
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
一
一

司
改
正
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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IO~F保険料を納めた場合 d年間〉

|併附階納めた人が

(J旧r併比師年金をうけない場合
(2)si'f!リ比例年金をうける場合

4011::保験料を納めた人が

(11JJ1jl!Jt同年金をうけない場fT

(21JJ1制比例ギ金をうける場合
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四
十
六
年
か
ら
支
給
開
始
さ

れ
る
老
働
年
金
を
は
じ
め
、
現

産
支
給
さ
れ
て
い
る
障
害
、
母

子
年
金
な
ど
の
年
金
額
が
四
十

五
年
七
月
か
ら
別
衰
の
と
お
り

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
a

年
金
額
の
引
き
上
げ
に
と
も

な
い
、
四
十
五
年
七
月
か
ら
保

険
料
の
額
が
月
四
百
五
十
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

所
得
比
例
年
金
の
新
設

六
十
五
歳
に
な
っ
て
か
ら
支

給
さ
れ
る
老
齢
年
金
は
、
現
在

一
串
の
給
付
額
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
四
十
五
年
十
月
か
ら
新

た
に
所
得
比
例
年
金
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
の
う
ち
で
。

保
険
料
を
も
っ
と
か
け
て
、
年

金
額
を
ふ
や
し
て
欲
し
い
。
と

い
う
希
望
を
島
っ
て
い
る
方
々

の
強
い
要
望
に
こ
た
え
て
っ
と

ら
れ
た
方
法
で
す
。

保
険
料
は
月
八
百
円
(
一

般

続
い
て
幼
児
、
一
般
の
千
八
百

七
十
六
人
、
青
年
が
千
八
百
二

体
育
室
で
の
剣
道
教
室

分
自
百
五
十
円
、
所
得
比
例
骨

三
百
五
十
円
〉
で
、
年
金
額
は

保
険
料
を
二
十
五
年
納
め
た
場

合
十
五
万
円
〔
月
額
一
万
二
千

五
百
円
)
、

mw
険
料
を
四
十
年

納
め
た
場
合
二
十
四
万
円
(
月

額
二
万
円
)
と
な
り
ま
す
3

け偽
通

高
年
齢
者
に
最
後
の

加

入

機

会

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日

へ現
在
六
十
三
歳
)
か
ら
四
十

四
年
凶
月
一
日
(
現
在
五
十
八

歳
)
ま
で
に
生
ま
れ
た
へ
で
、

こ
の
制
度
の
発
足
当
時
加
入
し

な
か
っ
た
人
も
、
昭
和
四
十
五

年
六
月
三
十
日
ま
で
に
加
入
の

申
し
出
を
し
た
人
は
国
民
年
金

に
加
入
で
き
ま
す
。

納
め
る
保
険
料
は
、
月
七
百

五
十
円
で
、
昭
和
四
十
五
年
一

月
か
ら
主
年
間
納
め
支
給
さ
れ

る
年
金
は
、
月
二
千
五
百
円
で

す
。

十
五
人
で
、
生
徒
、
児
誌
の一
個

人
利
用
力
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
月
別
で
は
成
人
捺
の

あ
っ
た
八
月
の
千
七
百
五
寸
五

人
を
ピ
ー
ク
に
千
人
を
前
後
し

て
お
り
ま
す
。

お
も
な
利
用
と
し
て
は
、
成

人
祭
、
桧
山
地
区
青
昨
年
健
全

育
成
研
究
大
岳
、
桧
山
管
内
学

校
経
営
研
究
集
会
な
ど
の
金
合

農
協
婦
人
部
研
修
会
、
農
業
学

閥
、
料
理
鵬
首
、
密
造
教
翠
な

ど
の
研
修
、

若
葉
サ
ー
ク
ル
、

農
村
背
年
回
、
四
H
ク
ラ
ブ
、

婦
人
学
級
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活

動
、
剣
道
、
柔
道
、
パ
レ
!
、

卓
球
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ゾ
な
ど
の

ス
ポ
!
ツ
、
霜
害
子
防
宣
授
の

た
め
の
自
衛
隊
宿
泊
、
今
金
保

育
所
の
遠
足
な
ど
多
穂
多
様
。

特
に
、
宿
泊
研
修
平
児
童
の

ス
ポ
l
γ
な
ど
が
好
評
で
す
。

体
力
測
定
に
も
剃
周
を

ま
た
、
脈
狛
数
計
、
背
筋
力

町
、
相
聞
力
肘
な
ど
の
体
力
測
定

結
を
備
え
ま
し
た
の
で
団
体
の

ス
ポ
i
ツ
テ
ス

ト
に
ど
し
ど
し

利
陶
す
る
よ
う
教
育
委
員
会
で

は
望
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
使
用
し
た
レ
場
合
は

会
館
(
電
話
三

1
0
0
一
八
〉

か
教
育
委
員
会
に
申
し
込
ん
で

く
ど
さ
い
。
使
用
料
は
無
料
で

す。

Jヲ

;受福 i
l給祉?
?制再 l
i限"f'
iをま1< 1
l徹夫 j
i廃婦!

四
十
四
年
十
月
か
ら
福
祉
年

金
の
吏
給
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
夫
婦
で
と
も
に
受
給

す
る
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
制

限
が
廃
止
さ
れ
、
減
額
(
六
千

円
)
き
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
十
四
年
五
月
か
ら

所
得
制
限
の
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
金
額
の
引
き
ょ
げ

山
老
齢
福
祉
年
金

月
額
千
七
百
円
』
千
八
百
円

に

i
i
 

手続きの簡便と紛失の防止に

手帳を役場で保管

町
で
は
、
明

年
六
月
国
民
年

金
の
給
付
開
始

に
あ
た
り
、
手

帳
の
紛
失
の
防

止
や
、
手
続
き

の
簡
便
、
事
務

能
串
の
向
上
な

ど
の
理
由
か
ら

被
保
険
者
の
国

民
年
金
手
帳
乞

役
場
で
保
管
す

る
こ
と
に
し
ま

し
た
。今
ま
で
も
納

冬の道路確保に協力を

交通事故や火災に備えて、除雪は

となり近所共同で

凶
障
害
福
祉
年
金

月
額
二
千
七
百
円
↓
二
千
九

百
円
に

山
母
子
亙
ぴ
掴
母
子
福
祉
年
金

月
額
二
千
二
百
円

L
二
千
四

百
円
に

所
得
制
限
限
度
額
の

引
き
上
げ

印
畳
給
権
者
本
人
の
所
得
制
限

限
度
額
が
年
額
二
十
八
万
円

か
ら
二
一
+
万
円
に

聞
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
護
務
者

の
所
得
制
限
限
度
額
は
、
扶

養
親
族
が
五
人
い
る
場
合
、

収
入
金
額
五
万
五
千
円
か
ら

百
十
九
万
二
千
五
百
円
に
な

り
ま
し
た
。

付
組
合
で
納
め
て
い
た
人
、
保

険
料
が
免
除
に
な
っ
て
い
た
人

の
手
帳
は
役
場
で
保
管
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
個
人
で
納
め

て
い
る
人
の
手
帳
も
保
管
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
り

た
め
、
納
入
状
況
は
、
納
付
組

合
長
と
個
人
納
付
の
家
庭
に

un

国
民
年
生
陣
険
料
領
収
カ

ド
u"
を
耐
え
て
一

目
で
わ
か
る

主
う
に
し
ま
す
。

現
在
、
個
人
で
手
帳
を
保
管

し
て
い
る
人
は
、
役
場
町
民
保

ま
E
届
け
て
く
ど
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
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が
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行
政
相
談
委
員
に
津
島
さ
ん

函
館
市
へ
転
出
し
た
清
水
正

設
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
行
政

相
談
委
員
に
津
島
一
良
さ
ん

〈字
今
金

・
電
話
ニ

1
0九
O

七
)
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
委
員
は
、
法
律
に
基
づ

い
て
行
政
管
理
庁
長
官
が
蚕
嘱

す
る
も
の
で
、
地
成
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
国
の
行
政
干
、
公

社、

公
固
な
ど
の
業
務
に
つ
い

て
の
苦
情
、
要
望
な
ど
を
積
額

約
に
と
り
あ
げ
、
満
足
の
い
く

解
決
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
導
く

こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
テ
キ

パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い
、

不

親
切
な
扱
い
を
受
け
た
、
納
得

で
き
な
い、

ど
う
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
苦
情
や
相
談
、
意

見
が
あ
る
方
は
気
が
る
に
由
干
し

出
て
く
だ
さ
い
。

生
活
保
護
、
各
種
年
金
、
引

揚
者
給
付
金
‘
恩
給
、
農
地
問

題
、
河
川
改
修
岡
地
買
収
、
移

転
補
償
、
学
校
教
育
、
許
可
認

可
、
郵
便
、
電
話
な
ど
な
ん
で

も
結
怖
で
す
。
す
ベ
て
内
容
は

秘
密
で
料
金
は
無
料
で
す
。

な
首、

三
月
五
日
と
二
十
日

は
役
場
相
験
室
で
定
例
相
較
を

行
な
い
ま
す
。

i
a
t
i
t
i
i
i
=
-
E
z
-
-
i
i
f
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新ヰ学児童を-=11
11ιおもちの方に

満
六
歳
の
幼

児
の
い
る
家
庭

で
は
新
入
学
の

準
備
を
進
め
て

い
る
こ
と
と
恩

い
ま
す
。

教
育
委
員
会

で
は
、
対
象
家

庭
に
入
学
通
知

告
を
送
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
届

い
て
い
な
い
人

は
至
急
申
し
出

て
く
だ
さ
い
d

入
学
児
童
に

つ

い
て
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
ら
を
次
に
お
知

ら
せ
し
ま
す

マ
就
学
の
猶
チ
と
免
除

児
童
は、

満
六
歳
に
な
る
と

小
学
校
へ
入
学
し
、
九
年
間
学

校
教
育
を
受
け
る
議
務
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
病
弱
で
発
育

不
完
全
な
児
蜜
や
、
そ
の
ほ
か

に
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る

児
童
は、

就
学
義
務
の
猶
予
ま

た
は
免
除
を
さ
れ
ま
す
の
で
、

道程さLも象品主主

J
由
宇
定
邑
ま
で
』

め
丈
旬
以
伊
に

定
制
使
晶
扮
取
町

z

e
E
W

¥
¥
 

ー

該
当
す
る
児
童
の
い
る
方
は
教

育
番
目
同
会
に
申
し
出
て
相
殺
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
健
康
診
断
と
知
能
倹
査

学
校
保
健
法
に
よ
っ
て
、
就

学
す
る
児
童
の
健
康
診
断
と
知

能
検
責
を
行
な
い
ま
す
。
そ
の

結
果
に
よ
り
、
入
学
ま
で
に
必

要
な
治
療
の
勧
告
や
保
健
上
に

必
要
な
刷
言
を
行
な
い
ま
す
。

知
能
検
査
は
、
精
神
薄
弱
児

の
発
見
の
た
め
に
行
な
う
も
の

で
、
精
神
薄
弱
の
う
た
が
い
の

あ
る
児
鷺
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

精
密
検
査
を
し
、
必
要
な
指
噂

を
す
る
こ
と
を

H
的
に
実
施
し

ま
す
。

マ
児
誌
の
教
糾
薗

児
童
の
教
科
密
は
闘
や
町
が

負
担
し
、
無
償
で
配
付
し
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告

が
近
づ
き
ま
し
た

昭
和
田
十
四
年
分
の
所
得
税

白
色
納
税
相
談
は
三
月
四
日
、

ま
た
、
農
業
所
得
の
確
定
申
告

は
三
月
七
日
ま
で
役
場
で
行
な

い
ま
す
。

/
交
通
安
全
で
表
影

交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
街

頭
の
交
通
指
噂
な
ど
に
よ
り
住

民
の
事
故
防
止
に
努
め
た
次
の

各
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
交
通
安
全
製
践
者
訟
油
武

一

住
所
の
変
頁
平
出
に
し
ま
し
ょ
う
。
料
金
は
す
べ

一

川

一一

生
、
死
亡
の
場
合
に

て

無

創

刊

で
す
。

一

一一

は
、
次
の
よ
う
な
届

V
転
勝
届
"
他
の
区
市
町
村
、か

一

一

出

け
出
が
必
艶
で

す

。

ら

移
転
し
た
時
前
住
所
地
の
転

…

一

属

こ

れ

ら

を

お

こ

た

る

出

証

刷

を

添
え
て
十
四
日
以
内

戸

-

の

と

、

選
革
や
各
組
証

V
転
居
届
'
町
内
で
移
転
し
た

い

一

種

明

な

ど

に

不

都

合

を

時

十

四

日

以

内

一

一

各

生
じ
る
ば
か
り
で
な

V
変
民
届
H
世
帯
主
や
家
族
構

一

=

〈

、
住
民
と
し
て
の

成

が

変
わ
っ
た
時
十
四
日
以
内
一

一

一一

楠
利
平
義
務
を
全
う

V
出
生
届
'
出
生
し
た
土
地
の

F

山

す

る

こ

と

が

で
き
ま

役

場

に

医

師
か
助
産
婦
の
出
生
…

一

六

ー

ν〆
せ

ん

。

必

証

明

号

添

え

て

十

四

日

以
内
一

一

w
e
E司
/

ず

決

め

ら

曹
死
亡
届
H
死
亡
し
た
土
地
の
{

一

ce
/れ
た
期
日
役
場
に
医
師
の
死
亡
診
断
識
を

一

一

抽

出
r・1
4
J」
内
に
届
け

添

えイ一
同
居
の
家
族
、

親
族
な
日

}

1

p
l
¥

出
る
よ
う

ど
が
七
日
以
内
に
。

雄
(
北
海
道
知
事
)

マ
恒
通
安
全
街
頭
指
噂
員
畢
仕

民

日

野

太
、
松
井
正
出
、
辻

理
、
菊
話
イ
セ
、
中
井
ハ
ル

棚
橋
富
佐
江
(
交
通
安
全
道
民

運
動
推
進
委
員
会
)

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

〈
1
月
分
〉

園
出
生
叩
名

小
林
と
も
Z
J
I
(

春
子

・
徳
川
〉

三
よ
普
瓦
(
普

-
・
金
原
)

吉
凶
美
和
(
末
男
・

緑
町
)

mm須
千
品
〔
敏
彦
・
八
幡
町〉

小
山
尚
代
(
一
太
郎

・
八
幡
町
〉

本
間
淑
子

会
円
雄
・
東
怒
町
)

小
味
弘
美
〔
秀
夫

・
末
広
町
)

川
崎
健

一
(
和
美

神
丘
)

新
居
裕
之
(
敦
・
大
和
町
)

伊
藤
圭
一
(
光
・

緑
町
〉

今
野
峰
行
(
実
・
花
石
)

久
保
田
恵
(
良
治

・
緑
町
)

西
雪
知
美
(
清
輝
・
高
美
町
〉

稲
末
宜
門
弘
幸
・
烹
広
町
〉

須
田
由
美
子
(
一
由

・
神
丘
)

坪
田
直
也
(
有
隆

・
末
広
町
)

図
婚
姻
3
組

成
田
省
三
E
坂
本
道
子

(
神
丘

)
川
崎
則
一
ニ
H
佐
藤
恵
子
(
神

丘
〉
山
田
一
郎
H
三
浦
ト
ヨ

子

ハ
種
川
〉

悶
死
亡
5
名

遠
藤
ま
さ
よ
位
〈
八
束
)
伊
藤

ハ
ル
エ
訂
ハ
奥
択
)
菅
又
フ
タ

釘
ハ
種
川
)
川
平
ヒ
ナ
干
引

(

稲
穂
)
平
賀
銀
一
郎
日
〔
住
吉
〉


